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白神のシンボル「４００年ブナ」の倒伏後における取扱方針の決定 
について（お知らせ） 

 
 
 白神山地における秋田県側のシンボル的な存在で、藤里町の岳岱自然観察教育林内
にあった通称「４００年ブナ」が倒伏したため、令和４年５月 20 日に東北森林管理
局と藤里町が現地調査を行っていたところです。 

その後、関係者等の意見も聴取した結果、「４００年ブナ」は現地にそのまま保存
することを決定したので、お知らせいたします。 

今後は、藤里町及び東北森林管理局において、現地を保全し、標識等の整備を行う
こととしています。 

このほか、林野庁ホームページの森の巨人たち百選データ一覧においては、倒れた
ブナを現地にそのまま保存していく状況を踏まえ、巨樹・巨木の現状欄に倒伏として
整理することとしました（別紙１）。 

また、東北森林管理局のホームページにおいても、ひときわ存在感を放っていた当
時の写真や倒伏後の写真、ギャップの開いた状況等の情報を掲載しましたので、併せ
てお知らせいたします（別紙２）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
問合せ先 
東北森林管理局 技術普及課課長補佐    

       電話０１８－８３６－２２１４ 
FAX０１８－８３６－２０１２ 

 
 
 

   林 野 庁 



別紙１

林野庁ホームページ（ホーム＞「国民の森林」国有林＞森林への招待状＞森の巨人たち百選）
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